



































































齋藤 淳一，佐藤 浩央，野田 真永
小林大二郎，阿部 孝憲
白井 克幸，中野 隆史
（群馬大院・医・腫瘍放射線学）
【目 的】 肺癌の照射野内気管再発に対し,止血目的に
CyberKnife(CK)による再照射を行った.その初期治療効
果と急性期有害事象を報告する.【方 法】 症例は72歳
男性.左上葉肺癌に対し,左上葉切除術が行なわれた.断端
陽性のため60 Gy/30 fr.の術後照射を施行した.その後左
気管支断端に再発したため残肺切除を行った.再手術後10
か月で気管壁に転移を認め,66 Gy/33 fr.の放射線治療を
行った.気管照射後15か月頃より血痰の増加があり,CT
で気管再発の診断となった.照射野内のため,再照射は実
施困難と考え化学療法の方針となった.しかし化学療法開
始から7か月後のCTでPDとなり改めて再照射について
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